
   

 

 

 

 

さんすう「いくつといくつ」学習しています 

 算数では今、「数」に親しむ学習を進めています。「１・２・３…」と数字を読んだり、「●●●●」を見て“４こ”と

分かったり、「５の次は６」と数の並びを理解したりすることは、これからの算数の土台になる大切な力です。 

ただ、１年生のこの時期は、まだ“数字”と“実際の数量”が十分に結びついていないお子さんも多くいます。 

例えば、 

・「３」と書いてあっても“さん”と読めない 

・「●●●●」を見ても“４こ”とすぐに分からない 

・数を唱えることはできても、物の数と一致しない 

などの姿が見られることがあります。これは「苦手」ということではなく、発達の途中で

よく見られる姿です。子どもたちは、生活の中で具体物を数えたり、実際に手を動かしたりする経験を通して、少

しずつ数の感覚を身につけていきます。 

学校でも、 ブロックを並べる・おはじきを数える・数字カードを見る・声に出して数えるなど、具体的な活動を

大切にしながら学習しています。ぜひご家庭でも、特別な勉強という形ではなく、毎日の生活の中で“数にふれ

る経験”を増やしていただけるとありがたいです。例えば、「お皿を４枚並べてくれる？」「みかんを３こ持ってきて

ね」「お菓子を２人に分けてみよう」「階段を数えながら上ろう」「お風呂で１０まで数えてみよう」「洗濯ばさみを

５こ取ってね」「車を何台見つけられるかな？」など、遊びやお手伝いの中で十分です。また、「いくつあるか

な？」と聞くだけでなく、「１、２、３…で、４こだね」「４は、３より１多いね」など、数と言葉を結びつけながら関わっ

ていただけると、より数の理解につながっていきます。 

子どもたちは、一人ひとりそれぞれのペースで成長しています。学校でも、ご家庭でも、楽しく数に親しめる経

験を積み重ねながら、「わかった！」「できた！」という気持ちを育てていきたいと思います。ご協力をよろしくお願

いいたします。 

 

６／２（火)の学習活動  ★８：１０までに、きょうしつへ きましょう。 

じかん  やること 
あさ  じゅんび 
１ こくご かきとかぎ 
２ ずこう すなやつちとな

かよし 
３ さんすう いくつといくつ 
４ せいかつ あさがおさん 
５ こくご ひらがな 
げこう １５じ２５ふん ばすしゅっぱつ 

 

 

 

 

 

信濃小中学校１学年だより   

令和８年６月１日（月) 

NO.3４  

◎今日の配布物  

・６月の献立表 

・６月のほけんだより 

・歯科検診の結果について 

【しゅくだい】 

□おうちのひとに おたよりを わたす  

□がっこうの おはなしをする 

□つかった えんぴつを けずる  

□つぎのひの じゅんびを する 

□ひらがなぷりんと１まい   □おんどく 

□さんすうぷりんと１まい 

【もちもの】 

□はんかち、てぃっしゅ □れんらくぶくろ   

□れんらくちょう    □しゅくだい 

□こくご と さんすうの きょうかしょ  

□ふでばこ（えんぴつ、あかえんぴつ、けしごむ） 

 


